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12 歴史散歩　　

塩竃の祈り

14 外から見た出光
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24 眼光紙背

失敗は尊い授業料

28 Drive On

25 HIGHLIGHT TOPICS

3 中計特集 idemitsu VISION

2030年ビジョン「責任ある変革者」の実現に向かう、
出光グループの“今”をお届けする広報誌。

毎号の特集で、当社グループにおける注目の話題をピックアップし、
さまざまな切り口でご紹介。

2023
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16

8 PARTNERS

インタビュー／環境エネルギー株式会社

環境と、社会を想い

循環を生み出す。

油化で挑む

ケミカルリサイクル

16 Special Feature

人、情熱、技術

出光の潤滑油

2

vol.3

油化で挑む
ケミカルリサイクル

循環型社会の実現に向け、使用済みプラスチックの
リサイクルが世界中で進められている。

今回の特集のテーマは、循環型社会の実現に大きく貢献する「ケミカルリサイクル」。
日本のリサイクルを取り巻く現状と、社会実装に向けた出光の挑戦に迫る。

idemitsu VISION 中 計 特 集 
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油 化 技 術油 化 技
術

マテリアル化
PP・PE・ABS・PET
（綺麗な樹脂）

約800万t
プラスチッ

ク製品使用済みモノマー化
PET・PS・NYL
（単一樹脂）

各種汚損プラ

油化原料
へ

他ゴミ混入

新たなプ
ラスチッ

ク製品を
生産

ガス化
（研究中）

約50万t

約170万t

ガス化原
料へ

約100万t

約500万t

複合樹脂
は

油化原料
へ

2-3回使用
した

樹脂は
油化原料

へ

日
本
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
の
今

近
年
、
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
や
気
候
変

動
問
題
の
深
刻
化
だ
。
し
か
し
、
日
本
で

年
間
約
8
2
0
万
ト
ン
排
出
さ
れ
る
使

用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
う
ち
、
資
源
循

環
さ
れ
て
い
る
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
約
20
％
。
残
り
の
約
80
％
は
焼
却
処
分

（
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
含
む
）
や
埋
め
立

て
ら
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
＊
1
。
な
ぜ
リ

サ
イ
ク
ル
率
が
低
い
の
か
。
現
在
、
日
本

で
主
に
行
わ
れ
て
い
る
の
は
「
マ
テ
リ
ア

ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル
手

法
だ
。
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
細
か

く
粉
砕
し
、
溶
か
し
て
、
再
製
品
化
す

る
。
比
較
的
環
境
負
荷
は
小
さ
い
が
、
異

な
る
種
類
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
混
ざ
っ
て

い
る
場
合
や
、
臭
い
や
過
度
な
変
色
が
起

き
て
い
る
も
の
は
、
同
じ
製
品
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
が
難
し
く
、
元
の

製
品
よ
り
価
値
や
品
質
が
下
が
っ
て
し
ま

う
（
ダ
ウ
ン
サ
イ
ク
ル
）
場
合
が
多
い
。

廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
減

ら
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
循
環
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
状

態
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
が
可
能
な
技
術
と
、

社
会
的
な
仕
組
み
が
必
要
だ
。

現
在
再
生
で
き
な
い
範
囲
も

対
応
可
能
に

近
年
、
画
期
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
技
術

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
使
用

済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
化
学
的
に
分
解

す
る
「
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
だ
。
中

で
も
、「
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
原

料
と
し
て
生
成
油
を
生
産
す
る
油
化
技

術
」
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
複
数
の

樹
脂
が
混
在
す
る
製
品
や
、
状
態
の
悪

い
も
の
で
も
関
係
な
く
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
画
期
的
な
技
術
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当

社
グ
ル
ー
プ
が
挑
む
の
は
、
特
殊
な
技

術
で
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
原
油

に
近
い
状
態
ま
で
分
解
す
る
「
油
化
技

術
」。
油
化
技
術
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た

油
は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
ま
で
事

業
で
培
っ
て
き
た
石
油
精
製
や
石
油
化

学
の
技
術
や
装
置
に
よ
っ
て
、
再
生
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
。

既
存
の
ア
セ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
用
し

て
循
環
型
社
会
へ
の
移
行
を
実
現
で
き

る
油
化
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
ま

さ
に
、
長
年
化
石
燃
料
由
来
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
造
に
携
わ
っ
て
き
た
当
社
グ

ル
ー
プ
だ
か
ら
こ
そ
、
責
任
を
持
っ
て

挑
戦
す
べ
き
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
循
環
の
形

だ
。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
詳
し
く
紹
介
す
る
。

＊1　出典：一般社団法人 プラスチック循環利用協会「プラスチックリサイクルの基礎知識」

※ 各種統計データより当社作成

ケミカルリサイクルがプラ スチックの循環のカギを握る
循環型社会を目指す動きが加速する中、
日本のプラスチックリサイクルはどのような課題に直面しているのだろうか。
そして、その課題に対して出光はどのような貢献ができるだろうか。
ここでは、ソリューションのひとつとして出光が社会実装を進めている
「ケミカルリサイクル」について紹介する。

食品保存

車の軽量化

住宅の断熱材

食品の保存に適したプラスチッ
クを利用することで、冷凍など
にかかるエネルギーを節約。

車の部品にプラスチックを使う
ことで軽量化し、走行に必要な
エネルギーを軽減。

住宅にプラスチック断熱材を使
うことで、冷暖房が効率よく使
えて省エネに。

プラスチック使用が
省エネに？

プラスチックの使用自体が、必ずし
も環境への負荷を大きくするわけ
ではなく、製品を使うことで省エネ
が達成される場合もある。

まず、環境負荷の低いマテリアルリサイクルとモノマーリサイクルを行い、可能
な限り多くの使用済みプラスチックを処理する。次に、この2つのリサイクル技術で処
理できなかったものを、油化技術で生成油に変換する。

プラスチックには、ポリエチレン、ポリスチ
レン、ポリプロピレンなど、成分が異なる
さまざまな種類があり、それぞれ性質が
違う。ケミカルリサイクルは、これらの異
なる種類のプラスチックが混ざっていて
も、分別不要でリサイクルが可能だ。

さまざまな種類のプラスチック

フレークやペレットなどに細かく粉砕し、
溶かして再成型する方法。あらかじめ異
物や汚染を取り除く必要がある。

化学的に分解することで、化学原料やプラスチック
を構成するモノマーの段階まで戻す技術。

マテリアルリサイクル

新たなプラスチック
製品を生産

リサイクル技術を組み合わせ、
プラスチックを循環させる仕組み

モノマーリサイクル

当社が描く
プラスチック循環型社会の絵姿
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■ 出光グループが実現するリサイクルチェーンの全体像

ケミカルリサイクル・ジャパン

設立にかけた想いとは

当社は本事業の社会実装を通じ、多くの先人達と関係者が築き上
げ国内経済の発展を支えてきた出光グループのビジネスモデルを、
“資源消費型”から“資源循環型”に進化させます。限りある資源を節
約し、プラスチックが無駄に廃棄されない仕組みづくりに取り組みま
す。そして全ての命に希望ある未来を渡すべく、環境と調和した社会
の更なる発展を目指します。

玄界灘に面した海岸で海洋ごみを拾い集める
参加者たち

リ
サ
イ
ク
ル
範
囲
の
広
さ
か
ら

再
び
注
目
を
集
め
る

使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
油
化

技
術
は
、
1
9
7
0
年
代
の
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に
注
目
さ
れ
、

2
0
0
0
年
代
に
開
発
が
本
格
化
し

た
技
術
だ
。
し
か
し
、
コ
ス
ト
面
や

安
全
面
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て

商
業
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
自
然

と
表
舞
台
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。

近
年
、
2
0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
を
は
じ
め
と
す

る
環
境
意
識
の
高
ま
り
や
、
使
用
済

み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
輸
出
入
規
制
が

厳
し
く
な
り
、
国
内
で
の
処
理
に
必

要
な
量
が
増
加
し
た
こ
と
。
こ
の
よ

う
な
急
激
な
社
会
状
況
の
変
化
に

よ
っ
て
、
油
化
技
術
は
再
び
注
目
を

集
め
て
い
る
。

油
化
を
社
会
実
装
す
る
に
は
、
現

状
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
存
在
す

る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
使
用
済
み
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
。
リ
ニ
ュ
ー
ア

ブ
ル
製
品
＊
2
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
に
は
、
原
料
で
あ
る
使
用
済
み

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
十
分
な
量
で
安
定

的
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
社

グ
ル
ー
プ
は
、
テ
ラ
レ
ム
グ
ル
ー
プ
株

式
会
社
や
前
田
産
業
株
式
会
社
、
さ

ら
に
自
治
体
と
も
協
力
し
な
が
ら
、

地
域
ご
と
に
違
う
使
用
済
み
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
回
収
の
実
情
に
合
わ
せ
た
ス

キ
ー
ム
の
構
築
を
目
指
す
。
ま
た
、

油
化
技
術
に
は
、
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ

イ
ク
ル
以
上
に
設
備
や
プ
ロ
セ
ス
に

コ
ス
ト
が
か
か
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル

製
品
は
従
来
の
化
石
燃
料
由
来
の
製

品
よ
り
も
高
コ
ス
ト
に
な
る
。
こ
の

た
め
、2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
や
循
環
型
社
会
の
実
現
に

は
、
こ
う
し
た
コ
ス
ト
を
社
会
全
体

で
負
担
し
て
い
く
よ
う
な
仕
組
み
も

必
要
と
な
る
。

高
い
油
化
技
術
を
持
つ

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
共
創

油
化
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

に
お
い
て
最
も
大
き
な
課
題
の
ひ
と

つ
が
、
高
品
質
な
油
を
生
成
す
る

油
化
技
術
の
確
立
だ
。
こ
れ
ま
で
油

化
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
が
実
用
化

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
油

化
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え
つ

つ
も
質
の
高
い
油
を
生
成
す
る
と
い

う
、
高
性
能
な
油
化
装
置
を
作
る
こ

と
が
技
術
的
に
難
し
か
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
難
題
に
対
し
、
当
社
は

2
0
2
3
年
4
月
、
共
同
で
油
化

装
置
の
技
術
確
立
に
取
り
組
ん
で
き

た
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社
と
合

弁
会
社
「
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
・

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、

使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
原
料
と

し
た
生
成
油
の
生
産
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
方
法
と
し
て
当
社
が
挑
む
の
が
、
油
化
に
よ
る
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
だ
。

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
共
創
を
通
じ
て
、
今
ま
さ
に
取
り
組
み
が
進
む
最
前
線
を
紹
介
す
る
。

当社は、2050年のカーボンニュートラル社会のメイン
プレイヤーとなるべく、「中期経営計画（2023～2025年
度）」で2030年までに「3つの事業領域」の社会実装に
取り組むことを宣言した。使用済みプラスチックのケミ
カルリサイクルは、そのうちの「多様な省資源・資源循環
ソリューション」にあたる、重要な施策のひとつである。

中計重点施策

プラスチック循環の仕組みを実装する
2023年7月17日、福岡県宗像市の大
島で、海洋ごみのリサイクル活動の
一環として、ビーチクリーン活動が
行われ、出光グループ社員とその家
族、取引先の方の他､宗像市職員や
九州大学の方など、計65人が参加し
た。宗像大社は当社と縁が深く、6年
前､世界遺産となった宗像地区の沖
ノ島や大島に､海流の影響から多く

の海洋ごみが漂着する問題を知った
ことがきっかけで、開催が決定した。
参加者は約1時間かけて、100kg以上
のごみを拾い集めた。その内、現在の
生成技術に適したプラスチック類は
約40kgあり、環境エネルギーの油化
装置によって約15リットルの油が生
成され、宗像市へ寄贈した。

海洋ごみを油へリサイクル　〜 宗像でクリーン活動 〜

油
化
技
術
の
社
会
実
装
に
挑
む

千
葉
か
ら
全
国
の

社
会
実
装
へ

出
光
の
千
葉
事
業
所
の
隣
接
エ
リ

ア
の
油
化
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
商

業
生
産
設
備
に
対
す
る
投
資
も
決

定
。
2
0
2
5
年
度
の
商
業
運
転
開

始
を
目
指
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。
こ
れ
は
石
油
精
製
と
石
油
化

学
の
両
事
業
を
展
開
し
て
き
た
当
社

な
ら
で
は
の
強
み
を
生
か
す
取
り
組

み
で
も
あ
る
。
こ
の
仕
組
み
を
実
装

す
る
千
葉
事
業
所
の
隣
接
地
で
事
業

モ
デ
ル
が
確
立
さ
れ
た
後
は
、
国
内

各
地
の
当
社
グ
ル
ー
プ
の
製
油
所
・

事
業
所
へ
油
化
装
置
の
設
置
を
行

い
、
各
地
で
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
生
成
油
に
し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ブ
ル
化
学
品
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
燃

料
油
の
製
造
を
行
う
、
よ
り
大
規
模

な
事
業
展
開
の
検
討
も
進
め
て
い

る
。
長
い
年
月
を
経
て
、
油
化
技
術

の
社
会
実
装
は
、
現
実
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
。

使用済みプラ回収

多様な省資源・
資源循環

ソリューション

一歩先の
エネルギー

H2
NH3

スマートよろずや

ブルーアンモニア
ブルー水素
合成燃料・化学
CCUS
出光グリーンエナジーペレット

リチウム電池材料
環境対応型農畜産資材
高速通信・次世代ディスプレイ
モビリティ軽量・強靭化

Type別サービスステーション
超小型EV

EV充電・メンテナンス
MaaS

分散型電源
SAF・バイオディーゼル
バイオ化学・潤滑油

資源循環・リサイクル
（使用済みプラスチック・ソーラー
パネル・全固体リチウム電池）

岡村 仁彦社長

石油精製装置 石油化学装置 化学品

生成油

ケミカルリサイクル・
ジャパン

油化装置

使用済みプラ油化

テラレムグループ・前田産業

新しく生成された
プラスチック製品

使用済み
プラスチック製品

ケミカルリサイクル・ジャパン株式会社

出光グループ

＊2　ケミカルリサイクル由来のプラスチック製品
67



油

より多くのプラスチックの循環の実現にカギを握る、油化によるケミカルリサイクル。
この油化技術の社会実装に当社とともに挑戦するのが、

環境エネルギー株式会社だ。
地球環境にやさしいことと、商業として成立すること。

決して簡単にはいかない事業に取り組み続ける、その想いを聞いた。

環 境 と 、社 会 を 想 い

循環を生み出す。
vol.4 

PARTNERS

最大の特徴は、触媒を用
いて使用済みプラスチック
を油化する「触媒接触分
解方式」にある。従来の高
温の熱で分解する方式と
比較して、不純物の少ない
高品質な炭化水素油を生
成することができる他、安
全面・コスト面でも多くのメ
リットがある。東京大学/
北九州市立大学の藤元
薫名誉教授が取得した特
許技術で、現在研究・開発
が進められている。

①不純物の少ない高品質
の油を生成できる。
②プラントの反応を阻害す
る異物や堆積した汚れを
容易に排出でき、清掃の必
要がなく連続的に稼働で
きる。
③プラント内に滞留する可
燃物が少なくなる構造のた
め、万が一の際にも安全に
停止できる。

化
技
術
を
、
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
野
田
社
長
は
「
古
く

て
新
し
い
技
術
」
と
呼
ぶ
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
輸
入
に
頼
る
日
本
で
は

1
9
7
0
年
代
か
ら
運
用
が
期
待
さ

れ
て
い
た
技
術
で
、
1
9
9
0
年
代

に
は
リ
サ
イ
ク
ル
の
観
点
か
ら
も
注

目
が
高
ま
っ
て
い
た
が
、
商
業
化
す

る
に
は
課
題
も
多
く
、
長
ら
く
日
の

目
を
浴
び
て
こ
な
か
っ
た
。

そ
の
油
化
技
術
に
、
10
年
に
わ

た
っ
て
挑
戦
を
続
け
て
き
た
の
が
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
。
2
0
1
3
年
に

広
島
県
福
山
市
に
本
社
と
実
証
プ
ラ

ン
ト
を
構
え
、
5
度
に
わ
た
る
プ
ラ

ン
ト
改
修
な
ど
、
精
力
的
に
技
術
の

向
上
を
進
め
て
き
た
。
2
0
2
5
年
、

当
社
の
千
葉
事
業
所
の
隣
接
地
に
年

間
2
万
ト
ン
の
使
用
済
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
油
化
す
る
装
置
を
設
置
す
る
と

い
う
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
背
負
い
、

当
社
と
と
も
に
歩
を
進
め
る
環
境
エ

ネ
ル
ギ
ー
。「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
循
環

の
仕
組
み
を
変
え
、
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
語
る
野
田
社
長
の
目
に
、
不
可

能
を
可
能
に
す
る
強
い
光
が
見
え
た
。

環境エネルギー
株式会社

出光興産

環境エネルギーの
油化プラントの特長

強み

COLUMN

環境エネルギー株式会社
代表取締役
ケミカルリサイクル・ジャパン株式会社
取締役

野田 修嗣 さん

出光興産株式会社
基礎化学品部 戦略企画課
ケミカルリサイクル・ジャパン株式会社
企画課主任

高砂 宗平

実証プラントの外観
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た
。
こ
れ
ま
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

固
め
て
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
、
輸
出

し
て
し
ま
え
ば
「
お
し
ま
い
」
と
い

う
考
え
方
で
、
廃
棄
物
の
問
題
を
自

分
た
ち
の
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
人

は
誰
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

徐
々
に
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
問

題
な
ど
も
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
さ
れ
、
世

界
的
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
注
目
が
集
ま
り
始
め
た
。
そ
し

て
、
比
較
的
早
い
段
階
の
2
0
1
8

年
に
、
昭
和
シ
ェ
ル
石
油
（
現 

出
光

興
産
）
さ
ん
か
ら
お
声
が
け
を
い
た
だ

き
、
2
0
1
9
年
に
悲
願
と
も
い
え

る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

出
光
と
の
出
会
い
を
機
に
、

事
業
の
可
能
性
を
証
明

ま
た
、
当
社
の
大
き
な
転
換
点

と
な
っ
た
の
が
、
2
0
1
9
年
と

2
0
2
0
年
に
環
境
省
の
補
助
事
業

へ
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
と

き
、
当
社
の
生
成
油
の
品
質
や
価
値

を
出
光
さ
ん
に
評
価
者
と
し
て
提
言

い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
油
化
事
業
の

可
能
性
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
、

採
択
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後

も
、
出
光
さ
ん
の
敷
地
に
当
社
の
プ

ラ
ン
ト
を
建
設
す
る
計
画
な
ど
も
検

討
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
両
社
で

協
業
し
、
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
油
化
の
商
業
化
を
目
指
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
出
光
さ
ん
に
と
っ
て

も
非
常
に
大
き
な
決
断
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
場
所
の
提
供
や
技
術
の

買
取
だ
け
で
は
な
く
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
組
ん
で
事
業
化
に
挑
む
と

い
う
出
光
さ
ん
の
企
業
姿
勢
に
、

２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
や
循
環
型
社
会
の
実
現
に
対
す

る
本
気
の
使
命
感
を
感
じ
ま
し
た
。

私
は
、
油
化
技
術
を
通
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
協
業
を
行
う
上
で
、
非
常
に

慎
重
に
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選
ん
で
き
ま

し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
油
化
プ
ラ
ン
ト
は

通
常
の
プ
ラ
ン
ト
と
同
じ
く
高
温
の

物
質
や
可
燃
物
を
扱
う
、
危
険
を
伴

う
技
術
だ
か
ら
で
す
。
実
際
に
、
油

化
プ
ラ
ン
ト
で
、
バ
ル
ブ
の
締
め
忘
れ

に
よ
る
油
漏
れ
が
原
因
と
な
っ
た
火

災
事
故
な
ど
の
実
例
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
技
術
を
売
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
、
安
心
・
安
全
を
前
提
に

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
循
環
を
実
現
す
る

技
術
の
事
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
だ
か
ら
「
プ
ラ
ン
ト
だ
け
を
買
い

た
い
」
と
い
う
相
手
と
の
お
取
引
は
お

断
り
し
て
き
た
過
去
も
あ
り
ま
す
。

事
業
を
始
め
た
当
初
は
知
見
も
経
験

も
ゼ
ロ
だ
っ
た
私
が
、
触
媒
接
触
分

し
て
使
え
な
い
か
ら
廃
棄
し
て
い
る

だ
け
の
こ
と
で
、
モ
ノ
で
あ
る
以
上
、

資
源
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

風
に
、
昔
か
ら
廃
棄
物
の
問
題
に
対

す
る
違
和
感
を
漠
然
と
抱
い
て
い
ま

し
た
。
た
ま
た
ま
、
こ
の
油
化
事
業
に

解
方
式
の
開
発
者
で
あ
る
藤
元
名
誉

教
授
や
、
当
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち

な
ど
、“
運
〟
と
も
“
運
命
〟
と
も
呼

べ
る
多
く
の
ご
縁
に
支
え
ら
れ
、
そ

し
て
、
今
回
出
光
さ
ん
と
い
う
素
晴

ら
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
に
出
会
え
た
こ

と
に
は
、
感
謝
の
念
が
尽
き
ま
せ
ん
。

「
人
や
社
会
へ
の
貢
献
」

志
を
同
じ
く
し
て
歩
む

出
光
さ
ん
と
お
付
き
合
い
を
す
る

中
で
、
仕
事
の
社
会
的
な
意
義
を
第

一
に
考
え
る
精
神
が
根
付
い
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
が
大
変

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
環
境
事
業
に
お
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
的
な
効
率
や
収
益
性
に
と
ら
わ
れ

て
し
ま
っ
て
は
、
本
質
的
な
目
標
達

成
は
で
き
ま
せ
ん
。
と
も
に
事
業
を
進

め
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
地
球
環
境

を
守
る
と
い
う
社
会
的
意
義
を
第
一

に
両
社
で
共
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
経
済
合
理
性
を
追
求
す

る
企
業
に
と
っ
て
、
決
し
て
簡
単
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
を
検

討
す
る
社
内
会
議
で
、
役
員
層
か
ら

真
っ
先
に
「
こ
の
事
業
の
社
会
的
意

義
は
何
か
」
と
質
問
が
飛
ぶ
よ
う
な

出
光
興
産
と
い
う
企
業
と
だ
か
ら
こ

そ
、
何
十
年
も
実
現
し
て
こ
な
か
っ

取
り
組
ん
で
い
た
友
人
が
事
業
を
手

放
そ
う
と
し
て
い
る
と
知
っ
た
時
、

環
境
や
化
学
に
関
す
る
知
見
も
経
験

も
一
切
な
い
自
分
が
、「
こ
の
事
業
を

引
き
継
ご
う
」
と
決
断
で
き
た
背
景

に
は
、
そ
ん
な
想
い
が
あ
っ
た
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
日
に
い
た
る
ま
で
、
油
化
技
術

の
商
業
化
は
不
可
能
だ
と
、
私
が
一

番
思
っ
て
い
ま
し
た
。
10
年
以
上
こ

の
事
業
に
携
わ
り
、
使
用
済
み
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
社
会
に

浸
透
さ
せ
た
い
と
い
う
一
心
で
、
商

業
化
の
実
現
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
5
〜
10

年
前
ま
で
は
、
誰
に
も
見
向
き
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
環

境
配
慮
の
意
識
も
な
か
っ
た
当
時
の

た
油
化
技
術
の
商
業
化
に
挑
戦
で
き

ま
す
。

今
後
は
、
2
0
2
5
年
度
の
ケ
ミ

カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
で
の
商

業
運
転
開
始
に
向
け
、
さ
ら
な
る
技

術
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
最
終

的
に
目
指
す
の
は
、
や
は
り
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
完
全
な
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕

組
み
を
社
会
実
装
し
、
循
環
型
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
の
成
功
は
、
人
や
社
会
に
い
か

に
貢
献
し
、
誰
か
を
喜
ば
せ
る
こ
と

が
で
き
る
か
。
人
と
し
て
も
、
経
営

者
と
し
て
も
、
そ
の
一
点
を
大
切
に
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

資
源
を
廃
棄
物
に

し
な
い
た
め
に

私
た
ち
は
よ
く
「
廃
棄
物
」
と
口

に
し
ま
す
。
し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み

る
と
、
私
た
ち
人
間
が
ま
だ
原
料
と

社
会
で
は
「
今
困
っ
て
い
な
い
し
、

将
来
や
る
気
も
な
い
」
と
首
を
横
に

ふ
ら
れ
る
こ
と
が
殆
ど
。
廃
棄
物
を

資
源
と
し
て
油
を
作
る
優
れ
た
技
術

が
あ
っ
て
も
、
油
を
使
っ
て
く
れ
る

石
油
精
製
会
社
が
い
な
け
れ
ば
事
業

は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

潮
目
が
変
わ
っ
た
の
は
2
0
1
7

年
、
中
国
や
ア
ジ
ア
各
国
で
の
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
輸
入
規
制
が
き
っ
か

け
で
し
た
。
日
本
で
排
出
さ
れ
る
使

用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
半
分
以
上

は
外
国
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
国
内
で
使
用
済
み
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
余
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
処
分
が
急
務
と
な
り
ま
し
た
。

使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
取
り
巻

く
「
世
界
が
変
わ
っ
た
」
瞬
間
で
し

循環型社会の
創造を、
本気で考える

INTERVIEW
環境と、 社会を想い  循環を生み出す。
PARTNERS

「循環型社会の実現に向けて取り
組む中、環境エネルギー様をはじ
め、多くの企業様との出会いがあ
り、一致団結してより良い未来を拓
く仕事に強いやりがいを感じていま
す」と、担当の高砂さんは話す。「世
の中のために、私財を投じ奮闘す
る野田社長の姿勢に、何より人とし
て刺激を受けています」

出 光 担 当 者 の コ メ ント

1973年生まれ。慶応義塾大学商学部を卒業後に入社し
た株式会社フューチャーテクロノジーにて、代表取締役
に就任するが、2008年に家業の木材輸入業を継ぐため
に、株式会社野田修護商店に入社。2013年、同社の将来
を見据えて、環境プラントを取り扱う新事業部を設立。こ
の事業の将来性を見込み、事業部を分社化する形で、環
境エネルギー株式会社を設立した。

環境エネルギー株式会社

野
の

田
だ

 修
しゅう

嗣
じ

  代表取締役社長

出光興産株式会社
基礎化学品部 戦略企画課
ケミカルリサイクル・ジャパン株式会社
企画課主任

高砂 宗平さん

1011



13 12

歴

史

散

歩

2
0
2
3 

秋

塩
竈
の
祈
り

神
輿
を
載
せ
た
き
ら
び
や
か
な
御

座
船「
龍
鳳
丸
」と「
鳳
凰
丸
」が
、大

漁
旗
を
は
た
め
か
せ
る
80
隻
の
供
奉

船
を
従
え
て
松
島
湾
を
渡
る
。日
本

三
大
船
祭
り
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ

る
塩
竈
み
な
と
祭
は
、豊
饒
の
海
と
共

に
生
き
る
地
元
の
人
々
の
感
謝
祭
で

あ
る
。

東
北
最
古
の
都
市
と
い
わ
れ
る
塩

竈
。奈
良
時
代
か
ら
港
町
と
し
て
栄

え
、平
安
時
代
に
は
貴
族
が
侘
し
さ
や

恋
し
さ
を
託
す
歌
枕
の
地
と
し
て
名

を
馳
せ
た
。江
戸
時
代
に
は
松
島
観
光

の
玄
関
口
と
し
て
も
知
ら
れ
、松
尾
芭

蕉
も
み
ち
の
く
の
旅
の
途
中
、こ
の
場

所
を
舟
で
渡
っ
た
。

戦
後
間
も
な
い
1
9
4
8
年
、産

業
発
展
と
市
民
の
元
気
回
復
を
願
っ

て
始
ま
っ
た
の
が
、塩
竈
み
な
と
祭

だ
。海
は
豊
か
さ
の
象
徴
だ
が
、時
に

猛
威
を
ふ
る
う
こ
と
も
あ
る
。東
日
本

大
震
災
で
は
塩
竈
市
の
4
分
の
1
が

浸
水
し
た
。そ
れ
で
も
近
隣
の
街
に
比

べ
て
被
害
が
少
な
か
っ
た
の
は
、松
島

湾
に
浮
か
ぶ
島
々
が
天
然
の
防
波
堤

と
な
っ
た
か
ら
だ
。祭
り
は
、厄
災
の

中
で
も
人
々
に
元
気
と
勇
気
を
与
え
、

復
興
へ
の
祈
り
も
の
せ
て
途
絶
え
る
こ

と
な
く
続
い
て
き
た
。

2
0
2
0
年
と
2
0
2
1
年
、祭

り
は
は
じ
め
て
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。し
か
し
2
0
2
2
年
か
ら
、た

く
ま
し
い
龍
と
鳳
凰
は
再
び
こ
の
地

に
舞
い
戻
っ
て
き
た
。塩
竈
を
愛
す
る

人
々
が
住
む
か
ぎ
り
。お
だ
や
か
な
島

陰
を
背
に
、色
と
り
ど
り
の
幟
を
な
び

か
せ
、輝
く
波
を
わ
け
て
船
は
進
む
。

日
本
各
地
に
散
る
、
出
光
興
産
の
足
跡
を
追
っ
て
。

被災地に石油を。 総力戦での供給
2011年3月11日に発生した東日本大震災において、各地の油

槽所やSSが被災した。被災地の燃料不足が深刻化する中、当
社は塩釜油槽所の操業をいち早く再開。石油元売り各社に開
放し、共同利用できるようにした。港湾の整備も急ピッチで進め、
10日後には約2000kLのガソリン・灯油・軽油を載せたタンカーが
松島湾を渡り、塩釜で陸揚げされた。その後も当社社員・特約販
売店・協力会社は、SSの業務支援や灯油配送に不休で取り組
み、人命救助や復旧に必要なエネルギーを届け続けた。燃料油を届ける当社社員 当時の塩釜油槽所



エ
ネ
ル
ギ
ー
変
革
の

一
番
手
と
し
て

文
字
通
り

「
真
に
働
く
」
企
業

vol.4

社
外
取
締
役
　

橘
川 

武
郎

外
か
ら

外
か
ら

見

た

見

た

出

光

出

光

１
９
７
５
年
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
業
、
１
９
８
３
年
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。青
山
学
院
大
学
経
営
学
部
助
教
授
、東
京
大
学
社
会
科
学
研
究

所
教
授
、一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
教
授
、東
京
理
科
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研

究
科
教
授
な
ど
を
経
て
、２
０
２
０
年
に
国
際
大
学
国
際
経
営
学
研
究
科
教
授
、２
０
２
３

年
６
月
同
大
学
学
長
に
就
任
。エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
論
の
専
門
家
と
し
て
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

調
査
会
委
員
な
ど
を
務
め
る
。２
０
１
７
年
６
月
よ
り
出
光
興
産
社
外
取
締
役
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

＊1　 1570年織田信長が朝倉義景を討伐すべく越前（福井県）に侵攻した際、浅井長政に裏切られ挟み撃ち攻撃を受け撤退したのだが、 
木下藤吉郎（豊臣秀吉）や明智光秀を殿として金ケ崎に拠点を構え、統率の取れた優れた戦術で被害を最小限に食い止め撤退を果たした。＊2　ＣＣＳ：Carbon dioxide Capture and Storage

の
生
産
・
供
給
や
、
ア
ン
モ
ニ
ア
火
力

発
電
や
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
レ
ッ
ト
火
力
発

電
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み

ん
な
に
、
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」
を
、

文
字
通
り
実
行
し
て
い
る
の
で
す
。

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
、
石

油
会
社
に
は
未
来
が
な
い
」
と
、
単
純

に
思
い
が
ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。
水

素
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
我
々
で

あ
り
、
石
炭
を
供
給
し
な
が
ら
減
ら

し
て
い
け
る
の
も
我
々
。
他
が
規
制

的
な
や
り
方
で
C
O₂
を
減
ら
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
、
私
た
ち

は
C
O₂
を
減
ら
す
た
め
に
何
を
す
べ

き
か
を
知
り
、
そ
の
手
段
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
私
た
ち
は

従
属
変
数
で
は
な
く
、
独
立
変
数
と

し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
考
え

２
０
５
０
年
に
向
か
っ
て
い
け
る
―

未
来
が
な
い
の
で
は
な
く
、
未
来
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
石
油
会
社

な
の
で
す
。

そ
の
中
で
も
当
社
は
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
課
題
を
解
決

す
る
一
番
手
に
な
り
う
る
会
社
で
し
ょ

う
。
な
ぜ
な
ら
、
当
社
に
は
い
く
つ
も

の
オ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
か
ら
で
す
。
先

述
の
合
成
燃
料
や
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア

な
ど
の
他
、
C
O₂
を
地
下
に
貯
留
す

る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
＊
２
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の

「
Ｃ
Ｎ
Ｘ
セ
ン
タ
ー
」
化
や
サ
ー
ビ
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
S
S
）の「
ス
マ
ー
ト

よ
ろ
ず
や
」
化
、
リ
チ
ウ
ム
固
体
電
解

質
の
事
業
化
な
ど
も
推
進
。
世
界
的

に
み
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
オ
プ
シ
ョ
ン

を
持
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
は
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
日
本
の
よ
う

な
資
源
小
国
で
は
、
自
国
に
資
源
が

少
な
い
か
ら
こ
そ
解
決
策
の
オ
プ
シ
ョ

ン
を
た
く
さ
ん
持
つ
こ
と
が
大
事
で
あ

り
、
そ
の
中
か
ら
伸
び
て
い
く
も
の
を

将
来
的
に
決
め
て
い
く
の
が
賢
明
な

や
り
方
で
す
。

ま
た
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の

発
展
の
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

出
光
興
産
は
、
太
平
洋
戦
争
の
終
戦

時
点
で
従
業
員
数
約
１
０
０
０
人
の

う
ち
、
９
０
０
人
が
海
外
で
働
い
て

い
ま
し
た
。
戦
前
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
を
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
現
在
で

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ア
メ
リ
カ
を
は

じ
め
、
各
国
の
規
制
の
下
に
う
ま
く
事

業
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
引
っ
張
っ
て
い
く
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

現
在
世
界
が
目
指
す
国
連
サ
ミ
ッ

ト
採
択
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な

開
発
目
標
）
で
は
、
７
番
目
の
目
標

で
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
、
そ
し

て
ク
リ
ー
ン
に
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。「
み
ん
な
に
」
を
実
現
す
る
た
め

に
は
化
石
燃
料
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
ク
リ
ー
ン
に
」

す
る
た
め
に
は
、
化
石
燃
料
は
使
っ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
ん
な
矛
盾
を
内
包
す

る
無
理
難
題
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
は

突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

当
社
は
、
両
難
題
を
同
時
に
追
求

し
て
い
る
珍
し
い
会
社
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
石
炭
へ
の
取
り
組
み
が
、
そ

れ
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
電
力

構
成
の
３
割
を
占
め
る
の
は
石
炭
火
力

で
す
か
ら
、
誰
か
が
石
炭
を
供
給
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
社
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
炭
鉱
か
ら
石
炭
の
供
給
責

任
を
果
た
し
な
が
ら
、
同
時
に
将
来
同

炭
鉱
を
閉
鎖
し
て
い
く
方
向
に
動
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
織
田
信
長
の
「
金

ケ
崎
の
退
き
口
＊
1

」
に
も
匹
敵
す
る
よ

う
な
歴
史
に
残
る
撤
退
戦
と
言
え
ま
す
。

一
方
で
、
当
社
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
由
来
の
水
素
と
大
気
中
の
C
O₂

を
合
成
す
る
合
成
燃
料
（
ｅ‒
ｆｕ
ｅ
ｌ
）

率
直
に
、
変
わ
っ
た
会
社
で
す
よ

ね
（
笑
）。
昨
年
、
会
社
の
理
念
を
改

め
て
策
定
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
、

「
真
に
働
く
」。「
黄
金
の
奴
隷
た
る
な

か
れ
」
と
言
っ
た
店
主
（
出
光
佐
三
）

の
理
念
を
今
も
受
け
継
ぎ
、
金
儲
け

よ
り
も
社
会
の
た
め
に
働
く
こ
と
に
意

味
が
あ
る
と
。「
金
儲
け
よ
り
も
」
と

い
う
の
は
、
社
外
取
締
役
と
し
て
は
問

題
だ
と
思
い
ま
す
が
、
社
会
の
た
め

に
働
く
こ
と
で
社
員
が
育
ち
、
そ
の
社

員
た
ち
が
社
会
に
さ
ら
な
る
恩
返
し
を

し
て
い
く
―
出
光
興
産
と
は
、
そ
ん

な
「
真
に
働
く
」
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ

た
り
の
会
社
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
放
っ
て
お
い
て
も
社
会
の
た
め
に

働
く
の
で
、
心
配
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
も
ち
ろ
ん
、
社
会
の
要
請
や
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
期
待
に
応
え
る
た

め
に
、
一
つ
ひ
と
つ
利
益
を
上
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
Ｐ
Ｂ

Ｒ
な
ど
の
基
準
に
照
ら
し
な
が
ら
、
社

外
取
締
役
と
し
て
し
っ
か
り
見
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

水
素
を
作
っ
た
り
、
Ｃ
Ｎ
Ｘ
が
で
き

る
の
は
石
油
業
界
し
か
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
Ｓ
Ｓ
は
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
社
会
の
中
で
は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
だ
け

で
は
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
中
心

に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、「
街
で

一
番
か
っ
こ
い
い
働
き
場
所
が
Ｓ
Ｓ
」

と
い
う
よ
う
な
世
界
に
な
る
こ
と
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
世
界
を

実
現
す
る
た
め
に
も
、
社
員
の
皆
さ
ん

に
は
、
会
社
の
外
に
広
く
目
を
向
け
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
自
身
の
発

信
力
が
な
け
れ
ば
つ
く
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
社
員
な

ら
で
き
る
は
ず
。「
真
に
働
く
」
想
い

を
発
信
す
る
こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

一
番
の
担
い
手
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、当
社
グ
ル
ー
プ
の

社
員
へ
の
期
待
を
お
願
い
し
ま
す
。

Q

当
社
の
強
み
と
可
能
性
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

Q

長
年
、当
社
の
経
営
を

監
督
い
た
だ
い
て
い
る

橘
川
先
生
だ
か
ら
こ
そ

感
じ
る
、出
光
ら
し
さ
と
は

何
で
し
ょ
う
か
。

Q

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の

課
題
と
、当
社
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
に
対
す
る
率
直
な

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Q

1415



潤滑油
開発の熱対 談

基盤技術開発グループ

清水 保典

基盤技術開発グループ

甲嶋 宏明

上席主任研究員
（潤滑油開発技術担当）

葛西 杜継

主任研究員
（潤滑油開発担当）

藤浪 行敏

人
と
環
境
の
課
題
に

向
き
合
っ
た
20
年

清
水
：
20
年
前
に
世
の
中
で
目
指
さ

れ
て
い
た
の
は
「
低
灰
」
、
つ
ま
り

既
存
の
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
か
ら
金
属

系
添
加
剤
を
減
ら
し
て
い
こ
う
と
い

う
考
え
方
。
そ
れ
を
「
０
」
に
し
よ

う
と
い
う
発
想
が
、
ま
ず
特
異
な
も

の
で
す
よ
ね
。

藤
浪
：
潤
滑
油
の
中
で
も
、
金
属
添

加
剤
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い
る
の
が

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
で
す
か
ら
。
そ
れ

を
根
本
か
ら
な
く
す
と
い
う
の
は
、

ち
ょ
っ
と
や
そ
っ
と
の
研
究
で
は
実

現
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
は
ず
で

す
。

葛
西
：
開
発
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

は
、
甲
嶋
さ
ん
の
新
化
合
物
の
発
見

で
し
た
。

甲
嶋
：
当
初
、
無
灰
系
の
添
加
剤
に

2
0
0
3
年
の
東
京
都
の
排
ガ
ス

規
制
以
来
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に
は
排
ガ

ス
中
の
P
M
（
微
粒
子
物
質
：
す
す
や

灰
）
を
捕
捉
す
る
D
P
F
（
デ
ィ
ー
ゼ

ル
微
粒
子
捕
集
フ
ィ
ル
タ
ー
）
の
装
着

が
義
務
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

従
来
の
オ
イ
ル
に
は
灰
を
発
生
さ
せ
る

制
定
さ
れ
開
発
が
各
社
で
進
め
ら
れ
て

き
た
が
、
少
量
で
も
灰
は
蓄
積
し
続
け

る
た
め
、
根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て

い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
当
社
が
開
発
し
た
の
が
、

金
属
添
加
剤
使
用
量
「
０
」
の
オ
イ
ル

「
i
d
e
m
i
t
s
u 

A
s
h
F
r
e
e
」

だ
。
As
h
F
re
e
は
、
維
持
費
の
ト
ー

タ
ル
で
の
圧
倒
的
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

や
、
D
P
F
の
交
換
頻
度
の
減
少
な
ど

の
省
資
源
の
観
点
を
は
じ
め
、
数
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
特
に
、
間
近
に

金
属
添
加
剤
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

D
P
F
に
灰
が
堆
積
し
て
詰
ま
り
や
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
。
す
す
は
、

D
P
F
自
動
再
生
（
燃
焼
）
に
よ
り
除

去
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
燃
え
な
い

灰
は
徐
々
に
堆
積
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
手
動
で
の
再
生
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
が
深
刻
化

す
る
と
D
P
F
を
交
換
す
る
必
要
が
あ

り
、
コ
ス
ト
や
労
力
の
面
で
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
対
し

て
、
灰
を
減
ら
し
た
オ
イ
ル
の
規
格
が

迫
る
2
0
2
4
年
問
題
＊
1

に
対
し
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担
軽
減
に
よ
る
労
働

時
間
の
削
減
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
。
D
P
F
が
詰
ま
ら
な
い
こ
と
で
、

1
回
40
分
ほ
ど
か
か
る
手
動
再
生
の
た

め
に
、
ト
ラ
ッ
ク
を
駐
車
し
た
り
倉
庫

に
戻
っ
た
り
す
る
時
間
、
交
換
・
洗
浄

の
時
間
も
大
幅
に
減
る
。
す
で
に
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
は
喜
び
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
他
、
複
数
の
業
界
団
体
か
ら
表
彰

＊
２
さ
れ
て
い
る
。

業界初を実現したAshFreeの開発期間は、約
20年にもわたった。出光の潤滑油開発のメイン
拠点である営業研究所が、その舞台。なぜ20年
もの時間を要したのか。金属添加剤「０」を目指
した研究者から、どのようにタスキはつながれた
のか。開発者4名に聞いた。

2022年9月に当社が発売を開始した
「idemitsu AshFree」（以下AshFree）。業界の常識を覆す、
灰を全く出さないディーゼルエンジンオイルだ。
なぜ出光が、この革新的な新製品を生み出せたのか。
創業より100年以上の歴史を誇る、
当社の潤滑油事業を特集する。

特 集 ／ 人 、情 熱 、技 術

出光の
潤滑油

D
P
F
の
悩
み
に
終
止
符
を
打
つ
！

運
送
業
界
の
2
0
2
4
年
問
題

に
も
貢
献
す
る
新
製
品

＊1　 2024年問題：時間外労働の上限規制などに代表される 
働き方改革関連法の施行に伴い、運送業界で生じるさまざまな問題

＊2　 第73回自動車技術会賞｢技術開発賞｣、第22回グリーン･サステイナブル 
ケミストリー賞｢奨励賞｣
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で
も
環
境
に
悪
影
響
が
あ
る
も
の
を

売
る
と
い
う
の
は
、
目
指
す
コ
ン
セ

プ
ト
と
は
違
う
よ
ね
と
い
う
の
が
、

関
わ
る
人
た
ち
の
総
意
で
し
た
。

葛
西
：
そ
う
い
っ
た
点
で
は
、
出
光

は
昔
か
ら
環
境
や
人
に
対
し
て
と
て

も
デ
リ
ケ
ー
ト
な
感
覚
を
持
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
風
土

も
、
20
年
と
い
う
開
発
期
間
を
要
し

た
理
由
の
ひ
と
つ
で
す
。

厳
格
な
基
準
の

自
社
試
験
で
信
頼
を
担
保

葛
西
：
金
属
系
添
加
剤
を
含
ま
な
い

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
開
発
と
は
、
そ

れ
ま
で
50
年
以
上
積
み
上
げ
て
き
た

オ
イ
ル
の
構
成
を
、
全
く
変
え
て
し

ま
う
挑
戦
で
す
。
「
前
例
が
な
い
、

得
体
の
し
れ
な
い
も
の
」
と
い
う
点

は
、
開
発
者
の
我
々
だ
け
で
な
く
、

お
客
様
も
同
じ
で
す
。
信
頼
感
、
安

心
感
を
持
っ
て
受
け
入
れ
て
も
ら
う

ま
で
に
、
か
な
り
の
苦
労
が
あ
り
ま

し
た
。

清
水
：
た
だ
結
局
、
開
発
者
で
あ
る

私
た
ち
が
安
全
性
や
性
能
の
面
で
自

信
を
持
っ
て
ご
提
案
で
き
る
基
準
で

あ
る
こ
と
が
一
番
重
要
な
ん
で
す
よ

ね
。

葛
西
：
そ
う
で
す
ね
。
後
半
の
10
年

は
、
出
光
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
自
信
を

持
っ
て
世
に
送
り
出
せ
る
商
品
に
仕

上
げ
る
た
め
、
そ
し
て
そ
れ
を
お
客

様
に
証
明
す
る
た
め
の
膨
大
な
デ
ー

タ
を
積
み
重
ね
る
時
間
だ
っ
た
と
い

え
ま
す
。

藤
浪
：
そ
の
試
験
の
厳
し
さ
は
、
通

常
の
基
準
を
は
る
か
に
超
え
て
い
ま

す
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
規
格

を
は
じ
め
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
方
々

も
S
N
S
に
好
意
的
な
レ
ビ
ュ
ー

を
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
と

か
。

清
水
：
私
た
ち
の
研
究
拠
点
で
あ
る

営
業
研
究
所
で
20
年
も
タ
ス
キ
を
つ

な
ぎ
続
け
ら
れ
た
の
も
、
運
送
業
界

の
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
続
け
た

か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
関
わ

る
社
内
の
人
す
べ
て
に
「
困
っ
た
人

が
い
る
、
な
ら
ば
絶
対
に
必
要
だ
」

と
い
う
、
と
て
も
シ
ン
プ
ル
な
考
え

方
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

藤
浪
：
そ
れ
は
こ
の
研
究
所
が
、
お

客
様
と
の
距
離
が
と
て
も
近
い
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

葛
西
：
そ
う
で
す
よ
ね
。
オ
イ
ル
は

単
体
で
成
り
立
つ
も
の
で
は
な
く
、

機
械
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
価
値
を
発

揮
す
る
商
品
。
機
械
が
何
を
す
る
の

別
の
成
分
を
付
加
す
る
こ
と
で
、
添

加
剤
の
高
性
能
化
を
図
ろ
う
と
い
う

単
純
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
検
討
を
進
め

ま
し
た
。
試
作
を
繰
り
返
す
う
ち

に
、
そ
れ
な
り
に
良
い
結
果
が
出
た

の
で
中
身
を
分
析
し
て
み
る
と
、
当

初
想
定
し
た
無
灰
系
添
加
剤
と
第
三

成
分
の
反
応
物
で
は
な
く
、
追
加
し

た
成
分
同
士
が
反
応
し
た
新
し
い
化

合
物
が
生
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
物
質

の
働
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

清
水
：
普
通
な
ら
見
逃
し
て
も
お
か

し
く
な
い
発
見
だ
っ
た
と
か
。

甲
嶋
：
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
ば
か
り

は
運
も
あ
り
ま
し
た
。
分
析
部
門
も

含
め
て
、
当
時
一
緒
に
研
究
に
あ

た
っ
た
同
僚
た
ち
に
感
謝
す
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。

葛
西
：
こ
の
基
材
の
発
見
ま
で
に
既

に
数
年
経
っ
て
い
ま
す
が
、
商
品
開

発
者
の
我
々
に
と
っ
て
は
そ
こ
か
ら

が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
な
わ
け
で
す
ね

（
笑
）
世
の
中
に
な
い
化
合
物
で
す

か
ら
、
商
品
化
す
る
上
で
毒
性
や
有

害
性
が
な
い
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
試

験
を
実
施
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

し
、
発
売
す
る
国
ご
と
の
申
請
・
登

録
も
必
要
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
基
準
に

満
た
な
け
れ
ば
、
作
り
直
し
が
必
要

で
す
。

藤
浪
：
性
能
が
良
く
て
も
環
境
へ
の

安
全
性
が
担
保
で
き
ず
、
涙
を
飲
ん

だ
基
材
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

甲
嶋
：
そ
の
と
お
り
で
す
。
基
材
の

中
に
は
一
般
的
な
基
準
を
ク
リ
ア
し

て
い
て
、
当
社
以
外
で
あ
れ
ば
発
売

し
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
環
境
に
良
い
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
を
作
る
上
で
、
す
こ
し

と
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
よ
ね
。

お
客
様
の
〝夢
〟
に

応
え
る
使
命
感
と
技
術

藤
浪
：
発
売
か
ら
一
年
以
上
経
ち
ま

す
が
、
今
も
お
問
い
合
わ
せ
が
続
い

て
い
る
と
営
業
担
当
の
社
員
か
ら
聞

き
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
こ
と
で
す
が
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

で
は
2
0
0
時
間
エ
ン
ジ
ン
を
回
し

て
評
価
す
る
と
こ
ろ
を
、
試
験
が
終

わ
っ
た
あ
と
に
、
さ
ら
に
続
け
て

1
0
0
～
2
0
0
時
間
近
く
回
し
ま

し
た
。

清
水
：
し
か
も
、
数
百
時
間
坂
道
を

ア
ク
セ
ル
全
開
で
登
っ
た
と
き
の
よ

う
な
、
非
常
に
厳
し
い
条
件
下
で

（
笑
）

藤
浪
：
As
h
Fr
e
e
の
よ
う
に
、
金

属
添
加
剤
を
使
わ
な
い
条
件
を
前
提

と
し
た
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
向
け
の
エ

ン
ジ
ン
油
の
国
内
規
格
は
存
在
し
な

い
の
で
、
今
も
規
格
は
取
れ
な
い
の

で
す
が
、
独
自
基
準
で
の
試
験
に
よ

り
、
性
能
基
準
は
す
べ
て
ク
リ
ア
し

ま
し
た
。
金
属
添
加
剤
を
使
わ
な
け

れ
ば
実
現
で
き
な
い
ほ
ど
難
し
い
、

高
品
質
高
性
能
の
商
品
開
発
を
成
し

遂
げ
た
、
と
考
え
て
い
た
だ
け
る

か
わ
か
ら
な
け
れ
ば
オ
イ
ル
も
開
発

で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
お
客
様

を
知
ら
ね
ば
、
と
い
う
感
覚
が
、
こ

こ
の
研
究
者
に
は
深
く
根
付
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

藤
浪
：
実
際
に
、
年
間
約
1
0
0
0

人
の
お
客
様
が
研
究
所
に
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
や
「
こ

ん
な
オ
イ
ル
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」

と
い
う
夢
を
語
ら
れ
ま
す
。

甲
嶋
：
お
客
様
が
本
来
実
現
し
た
い

こ
と
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
解
決
策
を

オ
イ
ル
と
い
う
手
段
で
提
案
す
る
と

い
う
の
は
、
出
光
な
ら
で
は
の
プ
ロ

セ
ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
は

研
究
所
の
50
年
以
上
の
歴
史
を
通
し

て
、
一
度
も
変
わ
っ
て
い
な
い
は
ず

で
す
。

清
水
：
自
動
車
の
電
動
化
を
は
じ
め

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
革
新
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
技
術
、
機

械
が
生
ま
れ
る
限
り
、
そ
れ
に
合
っ

た
潤
滑
油
開
発
の
ニ
ー
ズ
が
必
ず
あ

り
ま
す
。
世
の
中
の
ニ
ー
ズ
を
一
番

に
察
知
し
て
、
A
s
h
F
r
e
e
の
よ

う
な
解
決
策
を
一
番
に
世
に
送
り
出

す
。
そ
ん
な
研
究
所
で
あ
り
続
け
た

い
で
す
ね
。

2006年入社。2007年
より営業研究所に配
属。内燃機グループに
てエンジンオイルの開
発に従事。2010～2013
年、2019～2022年は
AshFreeの主担当とし
て活躍。

基盤技術開発グループ

清水 保典

1990年入社。エンジン
オイルの研究開発に
長年従事。AshFree開
発に10年以上携わり、
主にメーカーとの連携
を担当。

上席主任研究員
（潤滑油開発技術担当）

葛西 杜継

199 1年入社。入社以
来営業研究所にて勤
務し、高付加価値の
特殊潤滑剤を数多く
担当。 2 0 1 9 年より
A s h F r e eの実用化
フェーズに携わる。

主任研究員
（潤滑油開発担当）

藤浪 行敏

1986年入社。中央研
究所（現在の次世代
技術研究所）で30年
勤務した後、2016年に
営業研究所に配属。
長年潤滑油に添加剤
として調合する基材の
開発に従事。AshFree
用添加剤の基本構造
となる化合物を発見
した。

基盤技術開発グループ

甲嶋 宏明

特集／人、情熱、技術　出光の潤滑油
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LINE UP世界の潤滑技術を世界の潤滑技術を
リードするリードする

潤
滑
油

＊New Technology Information System(新技術情
報提供システム): 国土交通省が、公共工事等におけ
る新技術の活用のため、新技術に関わる情報の共有
及び提供を目的として整備したデータベースシステム

高付加価値 P O I N T

暑い夏、寒い冬、地球にやさしい
快適空間をつくり出す出光オイル

冷凍機油 「ハーメチックオイル」

地球の空を守るオイル
空調機器・冷凍機器に使用され、冷却性能を維持する役割を果たす冷凍機油。独
自の基材を使用し、添加剤を独自配合することで、環境負荷の小さい最新の冷媒に

も対応する。「相溶性」、「熱・化学安定性」、「潤滑性」、「低温特性」に
優れ、住宅から大型施設、自動車用空調機器まで世界中
の幅広い分野で使用されている。

研削現場でも火花が
引火しない油剤
実用化例がほとんどなかった水溶性油剤を、出光が実現。従来の油
性タイプと同等以上の性能を持ちながら、火災発生リスクを大幅に
低減し、生産現場の安全と効率を守るオイル。本技術が高い評価を
受け、2022年度日本トライボロジー学会技術賞を受賞している。

高付加価値 P O I N T

独自の技術と発想力で
お客様の不可能を可能に変える出光オイル

水溶性研削油 ポリッシングオイル
「ポリッシングオイルWGシリーズ」

高付加価値 P O I N T

NETIS*にも登録されているエコマーク認定油圧作動油。
オイルでも環境対応できる時代へ。

屋外の工事で活躍する
環境にやさしいオイル
優れた生分解性（自然に存在する微生物などの生物の作用により分解す
る性質）を有し、エコマークの承認も得ている環境にやさしい製品で、主
に屋外の工事で活躍。幅広い温度範囲で使用可能で、引火点が250℃以
上なので危険物からも除外される、環境にも事業者にもやさしいオイル。

生分解性潤滑油
「ダフニー ビオスハイドロSE VG32、46」

移動の未来を支える
新製品が誕生
電気自動車（EV）とハイブリッド車（HEV）のモーター一体型駆
動ユニット（e-Axle）や電子機器・バッテリーシステムの冷却・
潤滑に使用できる革新的なオイル。モーター冷却と減速機潤
滑、さらに電子部品の冷却と電気絶縁を同時に果たし、省エネ
と高性能を両立させることで、車両の低コスト化にも寄与する。

高付加価値 P O I N T

smartなEVをこのオイルで実現！

EV用オイル 
「E AXLE and 
Electric Parts Cooling Oil」

100年以上の歴史の中で培われた技術を活用し、
お客様の高い基準に応える商品を、
社会に幅広く提供し続けている当社の潤滑油事業。
車のエンジンオイルだけじゃない、
独自性と高付加価値を兼ね備えた
出光の製品の一部をご紹介しよう。

特集／人、情熱、技術　出光の潤滑油
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れ
ら
は
当
社
の
先
人
が
目
の
前
の
お

客
様
が
抱
え
る
課
題
に
向
き
合
い
、

ひ
た
す
ら
解
決
し
続
け
て
き
た
結
果

と
し
て
、
長
い
年
月
を
か
け
て
培
わ

れ
た
力
で
す
。

ま
た
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
４
カ
国
に
研
究
開

発
拠
点
を
持
っ
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル

に
情
報
や
人
材
の
交
流
を
行
っ
て
い

る
こ
と
も
、
高
い
技
術
力
の
理
由
で

す
。
特
に
研
究
開
発
に
お
い
て
は
、

特
約
販
売
店
の
営
業
担
当
者
、
拠
点

セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
製
造
担
当

者
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
担
当
者
が

強
固
に
連
携
し
、
時
に
は
お
客
様
が

使
用
し
て
い
る
機
械
と
ほ
ぼ
同
じ
も

の
を
当
社
内
で
組
み
立
て
実
証
実
験

を
行
う
な
ど
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
実

現
す
る
潤
滑
油
開
発
に
徹
底
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
徹
底
的
な
こ
だ
わ
り
と
高
い
技

術
。
そ
の
源
泉
は
な
ん
で
す
か
。

最
終
的
に
は
「
人
」
で
し
ょ
う
。

ど
ん
な
に
時
間
と
労
力
が
か
か
ろ
う

と
も
、
お
客
様
の
課
題
を
解
決
し
た

い
、
よ
り
良
い
商
品
を
お
届
け
し
た

い
と
い
う
情
熱
が
、
お
客
様
と
直
に

接
す
る
現
場
と
研
究
開
発
の
現
場
が

一
体
と
な
っ
て
熱
く
燃
え
て
い
る
の

で
す
。
例
え
ば
、
A
s
h
F
r
e
e

日
本
の
も
の
づ
く
り
を

潤
滑
油
で
支
え
る

―
当
社
の
潤
滑
油
事
業
の
特
長
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

潤
滑
油
は
当
社
の
事
業
の
中
で

最
も
歴
史
が
長
い
部
門
で
、
創
業
以

来
1
0
0
年
以
上
に
わ
た
っ
て
技
術

の
研
鑽
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
潤
滑

油
は
そ
れ
自
体
が
主
役
と
な
る
よ
う

な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
の

づ
く
り
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
商
品
で
す
。
私
た
ち
は
潤

滑
油
の
技
術
を
通
し
て
お
客
様
が
も

の
づ
く
り
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整

え
、
世
の
中
の
豊
か
さ
に
貢
献
し
た

い
と
考
え
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
日
本
人
従

業
員
と
海
外
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ

を
合
わ
せ
て
3
4
0
0
人
以
上
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
通
し
て
潤
滑

油
事
業
部
門
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー

ジ
「
T
h
e 

H
e
a
r
t 

o
f 

T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
」（
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
を
通
じ
て
、
真
に
心
豊
か
な

世
界
を
実
現
す
る
）
を
体
現
す
る
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
強
み
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

研
究
開
発
に
お
け
る
4
つ
の
強
み
と

し
て
、
調
査
力
、
設
計
力
、
評
価

力
、
解
析
力
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
こ

ん
で
す
が
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

に
よ
っ
て
I
o
T
や
デ
ジ
タ
ル
化
を

背
景
に
需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
工

業
用
潤
滑
油
の
世
界
的
な
拡
販
に
も

つ
な
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

―
課
題
は
あ
り
ま
す
か
。

オ
イ
ル
の
需
要
の
変
化
に
対
応
し

な
が
ら
、
今
ま
で
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ

探
索
、
商
品
開
発
、
安
定
供
給
、

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
の
サ
イ
ク
ル
を

し
っ
か
り
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
研
究
開
発
や

製
造
、
物
流
の
合
理
化
、
安
定
供
給

に
向
け
た
投
資
が
必
要
に
な
っ
て
き

は
開
発
に
約
20
年
か
か
っ
て
い
ま
す

が
、
途
中
で
挫
折
す
る
こ
と
な
く
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
を
追
求
し
続
け
て
き
ま

し
た
。
自
分
た
ち
な
り
の
新
し
い
も

の
を
開
発
し
よ
う
と
い
う
文
化
が
、

人
か
ら
人
へ
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

今
の
当
社
を
形
づ
く
る
大
切
な
文
化

に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
ま

た
、
皆
が
情
熱
を
持
ち
続
け
ら
れ
る

裏
に
は
、
人
材
戦
略
も
あ
り
ま
す
。

研
究
員
は
研
究
の
み
を
行
う
の
で
は

な
く
、
セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

支
店
や
本
社
部
門
に
も
異
動
、
時
に

は
営
業
担
当
者
と
し
て
お
客
様
と
直

接
向
き
合
う
な
ど
、
シ
ー
ム
レ
ス
に
業

務
経
験
を
積
み
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

幅
広
い
知
見
や
経
験
が
、
開
発
だ
け

で
な
く
潤
滑
油
事
業
部
門
全
体
を
支

え
る
原
動
力
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
の

出
光
ブ
ラ
ン
ド
を
世
界
へ

―
E
V
化
が
進
む
中
で
の
今
後
の

戦
略
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
後
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社

会
へ
の
移
行
が
進
み
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ

ル
の
需
要
は
縮
小
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
世
界
の
乗
用
車
は

現
在
15
億
台
あ
り
、
全
て
の
新
車
が

E
V
に
切
り
替
わ
っ
て
、
ガ
ソ
リ
ン

車
に
乗
る
人
が
い
な
く
な
る
ま
で
に

は
、
短
く
見
積
も
っ
て
も
20
年
以
上

の
期
間
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
す
か

ら
ま
ず
は
、
ガ
ソ
リ
ン
車
に
乗
る
方
々

の
ニ
ー
ズ
を
き
ち
ん
と
最
後
ま
で
満

た
す
製
品
を
安
定
供
給
し
続
け
る
こ

と
が
、
私
た
ち
の
責
任
で
す
。
そ
の

基
盤
の
上
に
E
V
化
に
よ
る
新
た
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
こ
と
が
戦
略

の
基
本
で
す
。

―
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
も
積
極
的
に

進
め
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

海
外
に
て
出
光
ブ
ラ
ン
ド
の
認

知
度
を
高
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
ブ
ラ
ン
ド
を
統
一
し
、
新
た
に

「
I
d
e
m
i
t
s
u  

B
r
a
n
d
e
d 

M
o
t
o
r 

O
i
l（
I
B
M
O
）」
と

銘
打
つ
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
揃
え
て
い

ま
す
。「
出
光
＝
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
世

界
中
の
お
客
様
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
定
着
・
浸
透
を
図
り
ま
す
。

I
B
M
O
の
定
着
・
浸
透
に
よ
っ
て

自
動
車
用
潤
滑
油
の
捕
捉
は
も
ち
ろ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
従
来
の
製
品

が
、
多
売
の
目
的
で
安
売
り
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
本
来
の
価
値
に
合
っ
た

適
切
な
価
格
で
販
売
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
、
技
術
者
と
し
て
の
誇
り
を

安
売
り
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
な

い
か
、
改
め
て
部
門
全
体
で
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
A
s
h
F
r
e
e

の
よ
う
な
、
独
自
技
術
を
発
揮
し

た
、
出
光
に
し
か
生
み
出
せ
な
い

「
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
・
ワ
ン
」
の
商
品

に
つ
い
て
は
、
そ
の
付
加
価
値
や
性

能
、
そ
の
裏
に
あ
る
当
社
の
研
究
開

発
力
や
安
定
供
給
へ
の
取
り
組
み
を

し
っ
か
り
と
お
客
様
に
お
伝
え
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
A
I
の
活
用
や

D
X
を
駆
使
し
た
研
究
開
発
の
効
率

化
、
ベ
ー
ス
オ
イ
ル
の
原
料
で
あ
る
原

油
の
精
製
量
減
少
に
備
え
た
使
用
済

み
の
オ
イ
ル
の
回
収
・
再
精
製
や
、

植
物
由
来
の
ベ
ー
ス
オ
イ
ル
の
開
発

の
検
討
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

―
今
後
の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。お

客
様
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、
商

品
を
開
発
し
、
改
良
を
重
ね
る
。
こ

の
繰
り
返
し
が
当
社
に
対
す
る
信
頼

感
を
生
み
出
し
、
事
業
の
エ
ン
ジ
ン

と
な
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
逆
風
も
吹

く
中
で
の
事
業
展
開
で
は
あ
り
ま
す

が
、
努
力
は
す
ぐ
に
結
果
と
し
て
表

れ
な
く
て
も
、
い
つ
か
は
必
ず
形
に
な

る
。
長
年
潤
滑
油
事
業
に
携
わ
る
出

光
の
社
員
ら
が
身
を
も
っ
て
知
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。「
自
分
自
身
を
裏
切

ら
な
い
努
力
の
姿
勢
が
未
来
の
結
果

と
し
て
現
れ
て
く
る
」
こ
れ
は
将
棋

の
羽
生
善
治
先
生
の
言
葉
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
潤
滑
油
事
業
部
門
と
し

て
、
そ
し
て
出
光
グ
ル
ー
プ
一
丸
と
な

り
常
に
努
力
を
重
ね
、
世
の
中
へ
の

貢
献
を
胸
に
、
前
進
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

1986年出光興産入社。支店や本社など販売部
門に長く携わる。2017年からベトナム事業室長、
2019年から流通業務部長。2021年から執行役
員 潤滑油一部長、潤滑油管掌を経て、2023年7
月から現職。自身の仕事への取り組みスタイル
は、”Action may not always bring happiness, 
but there is no happiness without action.”
（行動は必ずしも幸福をもたらすとは限らない
が、行動なくして幸福は絶対にありえない）

寺﨑 与志樹
上席執行役員 潤滑油管掌 技術・産業あるところ

潤滑油あり
お客様から選ばれる潤滑油開発で、国内はもちろんグローバルに
拡販を続ける潤滑油部門。出光の潤滑油開発はなにが“強い”のか？
その理由と今後の展望を、潤滑油事業トップの寺﨑上席執行役員に聞いた。

特集／人、情熱、技術　出光の潤滑油
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眼光紙背
出光佐三店主の言葉（

前
文
略
）
徳
山
製
油
所
は
世
界
的
に
非
常
な
セ
ン
セ
ー

シ
ョン
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
出
光
の
ひ
と
つ
の
あ
り

方
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、こ
れ
を
成
し
た
も
の
は
何
で
あ

る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
日
本
の
国
体
で
あ
り
、
伝
統
で
あ

り
、
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
の
遺
産
で
あ
る
。
し
か
も
、
日
本
人

は
今
後
世
界
平
和
の
基
礎
を
築
く
民
族
と
な
る
。
世
界
人

類
が
、
日
本
に
非
常
な
関
心
を
持
って
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
、は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。

諸
君
は
、
新
し
き
世
界
的
使
命
を
お
び
て
い
る
こ
と
を
ま

ず
念
頭
に
置
い
て
、
明
日
の
操
業
の一周
年
を
迎
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
中
略
）
次
は
神
の
試
練
、
油
断
大
敵
と
い
う
こ
と
を

話
す
。
去
年
の一年
間
に
竣
工
式
以
後
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起

こって
、
私
は
ど
う
も
少
し
ダ
レ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
弛

緩
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
感
じ
が
し
て
い
た
。

「
油
断
し
て
き
た
よ
う
に
思
う
が
」
と
い
う
こ
と
を
石
田
常

務
に
時
々
話
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
、バ
キ
ュ
ー
ム
塔
爆
発
と
い
う

事
故
が
起
こっ
た
。
こ
れ
は
塔
そ
の
も
の
の
爆
発
に
よ
る
損
害

も
小
さ
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
間
に
対
す
る
出
光

の
信
用
失
墜
は
も
っ
と
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
損
害
は
、

営
業
上
の
損
害
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
な
損
害
で

あ
る
。「
十
カ
月
で
つ
く
っ
た
と
言
って
い
る
が
、
あ
の
失
態
は

何
だ
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
中
略
）
そ
う
い
う
失
態
を
し
た
時
に
、
本
社
は
関
係
者

を
厳
罰
に
処
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
議
論
が
あ
っ
た
。

し
か
し
私
と
し
て
は
、
そ
う
い
う
気
に
は
少
し
も
な
れ
な
か
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
私
自
身
が
、こ
う
い
う
仕
事
を
始
め
て
か

ら
、
人
間
ら
し
い
失
態
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
や
って
き
た
か

ら
だ
。（
中
略
）
で
す
か
ら
、
罰
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
し

く
じ
っ
た
本
人
は
い
ま
頃
泣
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
罰
し
て
は
い

か
ん
と
言
って
お
い
た
か
ら
、
恐
ら
く
罰
せ
ら
れ
は
し
な
か
っ

た
と
思
う
が
、
怒
ら
れ
は
し
た
で
あ
ろ
う
。
私
は
そ
の
し
く

じ
っ
た
人
の
心
情
を
察
し
て
、
と
も
に
泣
い
た
わ
け
だ
が
、
そ

う
い
う
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い
く
う
ち
に
人
間
が
で
き
る
。

社
員
が一
生
懸
命
、
誠
心
誠
意
や
って
し
く
じ
っ
た
時
は
、

上
に
い
る
人
は
慰
め
て
や
る
の
が
道
だ
と
思
う
。
そ
れ
を
叱
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
慰
め
、と
も
に
そ
の
悲
し
み
を
わ
か
って

や
る
と
い
う
こ
と
が
、
上
に
い
る
人
の
や
る
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
そ
の
人
が
真
剣
で
あ
れ
ば
、
そ
の
し
く
じ
り
を
も
って
、

自
分
の
体
験
と
し
て
立
派
な
人
に
な
る
。

だ
か
ら
、
授
業
料
を
払
え
、
授
業
料
を
惜
し
む
な
、
若
い

人
に
ど
ん
ど
ん
仕
事
を
さ
せ
て
、
し
く
じ
ら
せ
よ
、
そ
の
し
く

じ
り
は
人
を
つ
く
る
尊
い
授
業
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
私
は

言
って
い
る
。
今
回
の
失
態
な
ん
か
は
、
尊
い
授
業
料
で
あ
っ

た
と
思
って
い
る
。
諸
君
が
、
故
意
に
し
く
じ
っ
た
と
は
夢
に

も
思
って
い
な
い
。
そ
れ
は
諸
君
を
信
じ
て
い
る
か
ら
だ
。
諸

君
は
過
去
一
年
間
、
人
間
ら
し
い
し
く
じ
り
を
や
っ
た
が
、
そ

れ
を
く
よ
く
よ
す
る
こ
と
は
な
い
。（
後
略
）

当社の中で「失敗は授業料」というと、どんな失敗でも、挑戦した結果なら許されるかのように解釈した人や時期がありまし
た。しかし、佐三店主の言葉を読めば、それが誤りであることは一目瞭然です。この言葉は、若い社員に対する言葉であり、そ
の若い社員を預かる上司に対する言葉でもあります。社員を成長させる上で、信じて仕事を任せること、一生懸命に挑戦し
たときの失敗は、その悲しみを分かち合い、責めないことを佐三店主は伝えています。
また、佐三店主は、「人間らしい失態を数え切れないほどやった」「そのしくじった人の心情を察して、ともに泣いた」と社員の
立場に立った一面ものぞかせており、多くの人を引き付けていた人間性を感じさせます。

店
主 

出
光
佐
三

出
典

：

徳
山
製
油
所
操
業
一
周
年
記
念
式
典
に
お
け
る
訓
示（
一
九
五
八
年
）

解  説

vol.6

失
敗
は

尊
い

授
業
料

1955年8月に当社は徳山の
旧第三海軍燃料廠跡地の
払い下げを受けると、すぐ
に製油所で使う装置を選
定するため渡米し、大手エ
ンジニアリング会社を回り
ました。調査の結果、装置
自体がシンプルで、建設費
の安いUOP （Universal Oil 
Products Co.）のプラントを
選定し、同年11 月には徳山
製油所の建設に関する仮契
約を交わしました。1956年3
月にUOPから製油所の設計
図が届くと、5月には建設工
事を開始。出光社員は不眠
不休も厭わず働き、協力会
社の皆さまと共に日曜祭日、
年末年始もない突貫作業を
進めました。高騰する資材
や米国でのストライキによる
機器搬送遅れなど、さまざま
な困難も乗り越え、1957年3
月に徳山製油所は完成した
のです。

30代の出光佐三
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出光グループの最新情報をお伝えします

当社はSaudi Arabian Oil Company（アラムコ）とＥＮＥＯＳ
株式会社と共に、日本における合成燃料に関する技術協力
および実用化・普及に向けた検討に共同で取り組むことに合
意し、7月16日に日本・サウジアラビア両国政府立会いの下

でMOUを締結しました。石油の安定供給により日本のエネ
ルギーセキュリティを支えてきたアラムコ、ＥＮＥＯＳと共
に、それぞれが持つ液体燃料や内燃機関に関する技術・知見
を生かし、合成燃料の導入を加速させていきます。

当社は、株式会社レノバと長瀬産業株式会社、SMFLみらいパー
トナーズ株式会社と共同出資を行い、合同会社姫路蓄電所を設
立し、系統用蓄電池事業に参入。2025年10月の事業運転開始を
目指して取り組んでいきます。系統用蓄電池は、電力需給の安
定化に有効なエネルギー貯蔵設備のひとつとして普及が期待さ
れています。本事業では、当社兵庫製油所跡地内に送配電ネッ

トワークへ直接接続する蓄電池システムを設置し、時間帯に応
じて電力を充放電することで電力需給バランスの調整に寄与し
ます。系統用蓄電池事業を通して、再生可能エネルギーの導入
をさらに加速させ、日本のカーボンニュートラル社会の実現に
貢献していきます。

合成燃料の実用化・普及へ、アラムコ、ENEOSとタッグ

レノバや長瀬産業などと共に系統用蓄電池事業へ参入

アラムコ、ＥＮＥＯＳとのMOU調印式の様子
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東京海上日動と企業横断で女性活躍を推進ショッピングサイト「Kuradashi×Drive On」開設

松戸市と「週1先生プログラム」を開始
LOPS社とSAFの原料調達に関する検討を始める

当社と株式会社クラダシは、当社公式アプリ「Drive On」会
員を対象とした社会貢献型ショッピングサイト「Kuradashi×
Drive On」を8月24日に開設しました。
本サイトは、賞味期限が近付いている商品や、パッケージの
印字ミスなどで処分対象となってしまう可能性のある商品
を、お得な価格でお客様へ販売するショッピングサイトで
す。売り上げの一部は、環境保護や災害支援などSDGs17の目
標に当てはまる社会貢献団体へ寄付されます。また、クラダ

シ基金を活用した支援先は、お客様が応援したい団体を選ぶ
ことが可能です。
この度のサイト開設によって、「Drive On」会員は、本サイ
トの商品を購入することで、食品ロス削減や社会貢献活動へ
寄与することができます。また、当社と系列SSを運営する全
国各地の特約販売店が各地域ならではの商品の出品を検討し
ます。

当社は東京海上日動火災保険株式会社と共に、女性活躍推進の施策のひとつとして「ク
ロスメンタリング」を6月から始めています。
「クロスメンタリング」とは、メンター（支援者、助言者）とメンティ（支援・助言を受
ける立場）が他企業同士となる組み合わせで行う企業横断型のキャリア形成支援の取り
組みです。女性の昇進意欲やリーダーシップの向上を目的に、経済産業省が今後企業等
での普及を図っていく取り組みでもあり、国内では先行的な事例です。
今回は両社からメンター（役員等）8名・メンティ（女性役職者）8名ずつの計32名が参
加し、6カ月の間に集合研修3回、個別メンタリング3回を行っています。

当社は、千葉県の松戸市教育委員会と連携し、当社の社員を
市内の中学校に週1回派遣する「週1先生プログラム」を9月
から本格的に開始しました。同プログラムでは、市内の中学
校に派遣された当社社員が約3カ月程度の限られた期間の中
で、自らの経験やスキルを生かしながら、特別授業の実施や
通常授業のサポート、教職員の働き方改革や業務効率化など
の学校教育に関わるさまざまな課題に取り組みます。

5月から7月まで松戸市立第一中学校で行ったトライアルの結
果、学校教育現場での新しい価値の創造や業務改善が見込ま
れることや、派遣される社員の成長に効果的なプログラムで
あると判断したため、本格的な開始となりました。民間企業
の従業員が一定期間、公立中学校に派遣され、学校教育に関
わるのは先進的な取り組みとなります。

当社は油脂ビジネスを展開するLOPS株式会社と、SAF
（Sustainable Aviation Fuel ：持続可能な航空燃料）の原料調
達に関する共同検討を実施することに合意し、このたび基本
合意書を締結しました。
両社は今後、国産SAFの社会実装に向けて、使用済み食用油
などのSAF原料を国内各地から安定的に調達する体制を2020

年代後半までに構築することを目指します。
当社が持つ石油製品の製造技術と、LOPS社が持つ動植物油
脂に関する知見、それぞれのサプライチェーンを活用し、両
社は国内における廃食油などのSAF原料の調達、貯蔵・海上
輸送・陸上輸送の最適化とコスト削減、安定調達に向けた仕
組みづくりに関する検討を行います。

参加者の皆さん

1対1のメンタリング
を重ねる

当サイトはこちら
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モビリティとコミュニティの未来を見つめながら、地域社会を支えるライフパートナー。

これは、当社のSS「apollostation」のコンセプトです。

アプリ「Drive on」を通じて、デジタルな接点でもお客様とつながり、
全国のカーユーザーの皆さまの信頼できるパートナーのような存在を目指します。

いつも手のひらにあるカーライフパートナー
「Drive on」でつながり広がる

決済サービス モバイルDrivePay

Drive Onでできること

カーメンテを簡単予約

クーポン機能

カーメンテ時期告知

豪華キャンペーン

ドライブスポット検索機能

チェックインから決済まで
スマホひとつでかんたん給油！

スマートな給油体験を提供します。

車検やメンテナンスを
カンタンに予約できる！

給油がおトクになるクーポンがもらえる！

忘れがちなカーケアの予約日や
車検日などをお知らせ！

お得なキャンペーンに参加できる！
豪華景品当たるかも？

全国各地の観光スポット、飲食店を
カテゴリや地図から検索できる！

Drive Onはあなたのカーライフを
便利にするアプリです。

ダウンロードはこちら
便利な機能を
さらに詳しく

ご紹介しています。




